
 1日１問（中学１、２、３年生向け数学）   中学校    学年 氏名 

２０００年大阪府の入試問題   難易度３ 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

１６７ｈ０１０８２１分解  －１６２３３  

（１年生にはちょっと難しいかも、しかし、習っていなくても文章を良く読み 

小学校の力があれば解答できる問題があります。２年生は３）（３）以外は解答可能です。） 

１．図１の立体は底面の半径が４ｃｍで高さが 

３ｃｍの円柱である。Ｃは円柱の中心である。図２ 

の立体ＯＡＢ－ＣＤＥはＣを通り底面に垂直な平面で 

図１の円柱を８等分したものの１つである。 

円周率をπとして、次の問いに答えよ。 

１）★1年生解答可能題、鋭角∠ＡＯＢの大きさは何度ですか。 

 

 

２）★★1年生解答可能問題

 点ＰがＡからＢまでＡＢ上を移動するように直角三角形

　ＯＣＰをＯＣを軸として回転させた。このとき、直角三角形

　ＯＣＰを回転させてできる立体の体積を求めよ。

３）★点ＰがＡからＢまでＡＢ上を移動するように直角三角形

　ＯＣＰをＯＣ軸として回転させる。点Ｐの移動の速さは

一定であるものとし、ＡからＢまでＡＢ上を移動するのに

１５秒かかるものとする。点ＰがＡを出発してからＢに到達

するまでの間について

（１）★1年生解答可能問題

　鋭角∠ＡＯＰの大きさが１秒間に増加する角度は何度ですか。

（２）★1年生解答可能問題

　点ＰがＡを出発してからｔ秒後のＡＰの長さをｔの式で表せ。

（３）★★★３年生のみ解答可能問題

（三平方の定理の知識必要まだ習ってない人はＣＰ＝５ｃｍを参考に）

点ＰがＡを出発してからｔ秒間に線分ＣＰが回転してできる面をＳ

とする。Ｓの面積が、扇形ＯＡＢの面積と等しくなるときの、ｔの値と

鋭角∠ＡＯＰの大きさを求めよ。求め方も書くこと。
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問題の解き方と復習のポイント 
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１）円を８等分した角度
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２）円錘の体積
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（３）三平方の定理の知識必要
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